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( 科目コード：8705120064KK)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】物質工学演習 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

出口 米和

【授業目標・教育方針】
自ら興味あるテーマを設定しインターネット（学内で利用可能な検索システム）を利用することで必要な学術論文や
データベースを検索する。テーマに取り上げた内容を理解し、パワーポイントによる資料を作成し発表を行うことを
目標とする。

【授業概要】
各自が現在興味を持っている化学に関連したテーマを設定する。設定したテーマに関連する学術論文、データベース
などを検索し、内容を簡単にまとめてパワーポイントを用いた資料を準備して教室で発表する。各自が選択したテー
マについては関連事項を検索するだけでなく、内容についての理解を深めることも授業の目的である。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：改訂　化学のレポートと論文の書き方：泉　美治　ほか：化学同人
参考書：若い研究者のための上手なプレゼンテーションのコツ：「化学」編集部　編：化学同人
参考書：インターネット時代の化学文献とデータベースの活用法：時実象一：化学同人
教科書として取り上げた本は低学年の学生実験用に購入したものと同じ本を使用します。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
はじめに教科書を使用し、発表の大切さや発表準備に関する講義を行う。その後は学生のパワーポイントによるプレ
ゼンテーションを中心に行う。

【成績評価方法】
［前期］各自が設定したテーマの調査 20%
プレゼンテーション資料の準備 30%
プレゼンテーションの発表態度 50%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：物質工学演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-3 発表の準備と進め方 教科書に沿って発表準備、心構えなどについて解説す
る。
インターネットを用いた文献検索の方法など解説す
る。

4-14 化学、材料、生物、環境等に関
する調査研究項目のプレゼン
テーション

パワーポイントを活用した文書、図表の製作、英文表
示による プレゼンテーションを行う。
聴講する学生からも質問や工夫された点などについて
積極的に意見交換を行う。

毎回、数人の学生の発
表を行う。

15 総括 テーマに沿った検索、準備、発表を通して全体的な討
論を行い今後の卒業研究へ活用する。
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